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三重県議会道州制分科会拡大勉強会

道州制の動向と府県のあり方について

今村 都南雄（中央大学）

はじめに～当面の動向をめぐって～

１．第27・28次地制調の審議をふり返って

１）第27次地制調からの継続審議

２）問われているのは都道府県制

２．道州は「憲法上の地方公共団体」か

１）無視できるのか最高裁判決

２）道州の政府形態と一律的導入への波及

３．「この国のかたち」の根幹にあるもの

１）地方分権改革の総仕上げ？

２）残る「主任の大臣による分担管理」の仕組み
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